
    古河市議会

真政会 議会報告 2016 秋号  

    【針谷 力(前)、黒川輝男、園部増治、鈴木 隆】

平成 28 年第 3 回定例会が 9 月 1 日から 16 日までの日程で開催されました。本定

例会中には、平成 27 年度の決算審査も行われ、白熱した議論が展開されました。

なお、定例会最終日に真政会会長の針谷力氏が、議員辞職されました。

  針谷 力議員(前)一般質問        黒川輝男議員一般質問

◎新市建設計画について         ◎入札制度について

私は、合併時に合併協議会         ◎中央運動公園整備について

の委員をしていました。合併                     入札制度は、透明性が求められます。しかし、                                                                    

にあたって、古河市の将来              古河市では指名競争の範囲を広げるなど、時

を考えて作られたのが「新市          代に逆行しています。入札調書を見ると明らか

建設計画」です。               に談合の疑いがあるものがあります。

先導的プロジェクト(新駅関連事業、古河駅 特定の業者への落札が多く

東部土地区画整理事業、筑西幹線道路の整備   高値落札となっています。

文化交流拠点の整備等）を着実に進めていく 一般競争入札でわずか２社

ことが、古河市の発展につながります。    しか入札に参加しないという

                      不自然な入札もありました。                      

                   

園部増治議員一般質問          鈴木 隆議員一般質問

◎ＩＣＴ教育について          ◎小・中一貫教育について

◎ 財 政 問 題 に つ い て           三和東中学校と名崎小学校を統合して小・中                        

ＩＣＴ教育は、携帯電話            一貫校にしようという話があります。文科省が                                     

を全部の児童・生徒に持たせ            打ち出している「義務教育学校」との違いは。                 

るようなもので、莫大な費             また、モデル校として古河三中と三小、総和北

用がかかります。（７～８億円）          中と小堤小が取り組むこと                                            

他に通信料もかかるため、どこの自治体でも になっていますが、二小、    

やりたくても出来ないのが実情です。    上大野小、西牛谷小も含め

雨漏りする学校を修理したり、グラウンド た連携が必要であると思い

の整備をする方が先だと思います。      ます。



体育館の隣に、体育館はいらない！
平成３１年に茨城国体が開催されます。古河市は、

綱引き競技を行います。公式競技ではなく、公開競技

となります。綱引き会場の練習会場という名目で「はな

もも体育館」の隣にサブアリーナの建設が計画されてい

ます。7億 2,000 万円の予算がかかります。サブアリー

ナを建てると駐車場がなくなってしまうため、駐車場も

拡張する予定で、総額 15億円を超す計画となります。

公開競技のために、国・県の補助金が付きません。

全部市の持ち出しとなります。15億円あれば、補助金

をうまく取り付ければ、45億円から 60億円の事業がで

きます。老朽化している「古河市立体育館」の建て替え

を考えた方がよいと思います。

おかしな駐車場整備
サブアリーナ建設のために、駐車場を整備するという                                                                

名目で、土地を買い取った。暴力団対策条例ができたの

になぜ、元反社勢力の土地を買い取らなければならない

のか。離れたところにある土地で、建物まで込みで買い

取り、解体の費用まで持つというのは、だれが見ても不

自然であると思う。

（買い取り費用：2,348 万 8,560 円解体費用は別にかかる）

行政を私物化か！(総和ショッピングセンター駐車場整備)

総和ショッピングセンターの隣に「駒羽根中央公園」

がある。この公園に駐車場を整備した。行政区からの

要望は出ていないという。答弁によるとショッピング

センターのための駐車場を整備したということである。

（事業費：896万 1,693 円ネーブルパーク・ローラー滑

り台の撤去費用等も含む）

市民の血税で、ショッピングセンターの駐車場を整備

するというのは、行政を私物化していることとなる。

  一般質問・決算審査より

サブアリーナ建設が計画されている駐車場

駒羽根中央公園の駐車場は誰のためか？



「ＩＣＴ教育」将来は、保護者負担に？
古河市は、先進的な「タブレット教育」の推進や

無料の「古河塾」開設により、学力が最下位を脱出

して短期間でアップしたということである。

「タブレット教育」とは携帯電話と同じで、本体

（1台 63,000 円）のほかに通信料と機種が変わったり

バッテリーの寿命のために更新のための莫大な費用が

かかる。現在古河五小、上大野小、大和田小の３校は

一人１台のタブレットが入っている。これを全校の児童・生徒に持たせるとなると、初期費用だけ

でも７～８億円の費用がかかることが分かった。この他に、通信料や更新のための費用がかかるこ

ととなる。だからどこの自治体でもやりたくてもやれないというのが、実状である。現在の３校だ

けでは、不公平になる。「全校に入るのはいつになるのか」という質問には、答えられなかった。

それだけでなく、将来、通信料の一部を保護者に負担してもらわなければならないという話もあり、

とんでもない考えをしていると感じた。

また、市長答弁で「本来は国がやるべきものである」いう答弁があった。国がやるべきものを、

どうして古河市の税金を使ってやらなければならないのか。すぐに国にお願いをして欲しい。

市長が県に補助金の要望をしていない実状

(古河駅東部土地区画整理事業)

「古河駅東部土地区画整理事業」は、旧古河と

旧総和の接点地区８４．７ｈａを良好な市街地に

整備するために平成９年度から市が事業主体とな

り進めている事業です。計画人口は、6,000 人です。

この地区は、文化交流拠点に位置付けられている

ため文化センター建設に向けて計画を進めてきまし

たが、計画が頓挫してしまい残念です。

草ぼうぼうのままで一向に進展していません。

反対をするだけでなく、代案を示して進めるべき

と考えます。

早く進めてほしいということで、県会議員と市

議会議員有志２名と市職員２名で県にお願いに行ったそうです。県の回答は「古河市からは要望が

出ておりません。」ということで、驚いて帰ってきたということであります。市長自らが汗をかき

県に出向いてお願いをするようでなければ進むわけがありません。本当に市民のことを考えている

とは思えません。

道路整備・ほとんど借金、将来負担が大変になる
道路整備（道路新設改良事業）について質問した。国の補助金を取り付けて整備をしている道路

もわずかにあった。しかし、ほとんどが道路債と特例債という借金で整備している。借金ばかりで

やっていると、将来の負担が大変になる。自主財源の確保と将来につけを残さないような行政運営

をすることが大事だ。

古河駅東部土地区画整理事業・視察



どうしたらできるかを考えるべきだ！(新駅関連事業)

新駅や筑西幹線道路（三和地区と新駅を結ぶ）

の整備は、合併した時の新市建設計画の最上位の

計画として位置付けられています。

宇都宮線の新駅は、平成８年に都市計画決定を

受けてから、一向に進展していません。市民（若者）

の多くが期待を寄せている事業であり、長年の夢

でもありますので、早期に実現をさせてほしいと

思います。

市長は「反対がいるからできない」とか、「あん

な山の中には駅なんか出来っこないよ」と言ってい

ますが、若者は希望を失ってしまうと思う。

市長は、できない理由を考えるのではなく、どう

したらできるかを考えるべきであり、市民の夢を形

にしていくのは政治の役割であり、そのような姿を

示していくのが、教育でもあると思う。

   議会最終日の討論より（一部抜粋）
また、ＪＲに対して、たいへん失礼なことがありました。それは、「あなた方は、他人の迷惑を

考えたことがありますか。古河駅と栗橋駅の間に新駅ができれば、停車する時間だけ列車が遅れま

す。すなわち他の乗客に迷惑がかかります。」という市長の答弁がありました。平成１６年・総和

町時代の広報そうわ４月号「町長室は晴れ時々曇り」にも同じことが書いてありました。私もＪＲ

がこのようなことを言うわけがないと思いまして、同年５月１３日、ＪＲ大宮支社を訪れ、当時の

塩崎企画調整課長さんとお会いして話を聞いてきました。

「私は言っていないし、たぶん前任者も言っていないと思う。町長さんが自分で考えたことではな

いですか。」ということでした。１２年前にも同じことをあたかもＪＲで言っているかのように述

べられております。作り話はいけません。

議員の発言は、とりもなおさず住民の意見であり、住民の声というべきであります。議員が行う

質問や質疑・討論は、同時に住民の疑問であり、意見であり、表決において投じる１票は住民の立

場にたっての１票でなければならないと思います。

        あとがき
９月１６日、第３回定例会が終了した。議員としての務めを果たすべく会派の全員が協力して臨

んだ。定例会中の９月８日台風１０号により大雨となった。西仁連川漏水の緊急メールが入り委員

会室にも緊張が走った。決算委員会が一時中断したが、大事に至らなくてよかった。これからは、

いつ、どこで災害が起きてもおかしくはない。きめ細かな水防(防災)計画を立てて災害に対する備

えをする必要性を感じた。また、最終日には、真政会会長の針谷力氏が議員を辞職された。１１月

２７日の市長選に向けて本格的に動き出すことになる。本当に「市民のためになる市政」を取り戻

すために頑張るという強い信念を持っての挑戦となる。全力で支援していきたい。

宇都宮線新駅予定地（古河三高の通学路になっている）


